
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
？

　
自
動
車
か
ら
の
排
気
ガ
ス
や

工
場
か
ら
の
煙
に
含
ま
れ
る
窒

素
酸
化
物
な
ど
が
太
陽
の
紫
外

線
を
受
け
て
、
オ
ゾ
ン
を
主
体

と
し
た
酸
化
力
の
強
い
物
質
を

生
成
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
い
い
ま

す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
い
つ

高
く
な
る
の
？

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
晴
れ
た

日
中
に
高
濃
度
と
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
日
差
し
が
強
く
て
、

気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い
日
に

は
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
一
日

の
う
ち
で
は
、
午
後
２
時
頃
か

ら
午
後
４
時
頃
の
間
が
最
も
高

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

注
意
報
は
ど
の
よ
う
な
時
に
発

令
さ
れ
ま
す
か
？

　
佐
賀
県
環
境
セ
ン
タ
ー
武
雄

測
定
局
で
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
の
１
時
間
値
が
０
・
12

p
p
m

を
越
え
た
場
合
に
、
注
意

報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
ど

う
し
た
い
い
で
す
か
？

・
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
屋
外
で
の
激
し
い
運
動

は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
の
使
用
を
控
え
て
く

だ
さ
い
。

・
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
時

は
、
洗
顔
、
洗
眼
、
う
が
い
を

十
分
に
行
い
、
室
内
で
休
息
し

て
く
だ
さ
い
。

※
目
が
チ
カ
チ
カ
、
シ
ョ
ボ
シ

ョ
ボ
す
る
。
涙
が
異
常
に
で
る
。

※ 

喉
が
痛
む
。
咳
が
で
る
。
胸

部
に
不
快
感
を
覚
え
る
。

・
症
状
が
回
復
し
な
い
時
は
医

師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
部
　
環
境
課
　

　
　
　
電
話
　
23
　

９
１
３
０

　
山
内
支
所
　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
電
話
　
23
　

２
９
０
９

　
北
方
支
所
　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
電
話
　
36
　

６
０
２
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窒素酸化物

紫外線

目
や
喉
の

痛
み
な
ど

　
市
内
を
巡
回
す
る
と
、
道
路

沿
い
に
は
、
空
き
缶
、
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
間
部

に
は
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
な
ど
の

電
気
製
品
や
自
転
車
な
ど
の
粗

大
ご
み
が
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
を
行
う

と
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

で
は
不
法
投
棄
の
現
場
に
監
視

用
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
監
視
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
廃
棄
物
の
適

正
処
理
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
生
活
環
境
の
保
全
と

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
方
に
廃
棄
物

監
視
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆ 

宮
地
　
嘉
幸
（
武
雄
町
）

◆ 

古
場
　
信
義
（
武
雄
町
）

◆ 

小
川
　
浩
　
（
武
雄
町
）

◆ 

馬
渡
　
徹
　
（
橘
町
）

◆ 

小
園
　
象
次
郎
（
朝
日
町
）

◆ 

久
保
　
藤
夫
（
若
木
町
）

◆ 

古
川
　
孝
　
（
武
内
町
）

◆ 

田
中
　
一
正
（
東
川
登
町
）

◆ 

本
山
　
護
　
（
西
川
登
町
）

◆ 

笹
山
　
弘
　
（
北
方
町
）

◆ 
石
橋
　
正
尚
（
北
方
町
）

◆ 
梶
原
　
政
美
（
山
内
町
）

◆ 

福
田
　
佳
秋
（
山
内
町
）

◆ 

松
尾
　
興
直
（
山
内
町
）

　
わ
た
し
た
ち
の
住
む
街
の
環

境
を
守
る
た
め
、
不
法
投
棄
を

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　

ま
ち
づ
く
り
部
　
環
境
課
　

　
　
　
　

電
話
　
23
　

９
１
３
０

不
法
投
棄
対
策
を

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

！！

不
法
投
棄
対
策
を

み
ん
な
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　私たち日常生活から出るゴミ

……。このゴミが大きな問題と

なっています。

　それは、ゴミの量が多くなり

処理に多くの費用がかかること、

不法投棄などでまちが汚くなる

こと、そして大量のごみを燃や

すことで二酸化炭素が排出され、

地球温暖化が進むことです。

　美しい自然環境を守り、快適

な生活環境作りに務めることは、

私たちの使命です。市では３Ｒ、

リデュース（ゴミの発生を減ら

す）リユース（再利用する）、

リサイクル（原料として再利用

する）を推進しています。３Ｒ

にご協力をお願いします。

６月は環境月間です

9 TAKEO Public Relations

！！

担当　岸川

担当　浦郷


